ハ ル ミ が 露 路を隔 てた 真向きの 窓 から 呼びかけ るの 

であった。 

「愉快 さう だね、 お早う 」 

r ゼラニ ユウ ムに水 を やらなければ 駄目 ぢゃ ありませ 

んか、 お日様 はもう 高い のよ ご 

私 は 窓ぎ はの 白い 卓子の 上で、 甲虫の 脚 を そろへ、 

蝶の 翅を展 して 防腐剤 を 注射す るので あった。 

抜萃 1 

「サン タ • マリア • カレンダ—」 (七月 △△ 日) 

「聖 フランシスコ • サ レジオ —— 完徳と は、 己れ の 欠 

点と 戦 ふこと なり。 己れ の 欠点 を 知ら ざれば 戦 ふこと 



ない わ。 おとと ひのこと だ、 何う でも 好い や ご 

「あ ッ、 いけね え、 注射針が 折れち やった ご 

二人 は 各自に 眩いで ゐる ばかりであった。 ハルミが 

窓枠の 西洋 葵に 如露の 水 を 振り かけて 呉れた のが、 白 

レ ー スの 力— テンの 裾で 陽に 映えて ゐた。 

「二十 七日、 コロ サイ 書 —— 子た る 者よ、 万事に 於い 

て 親に 従へ、 是れ 主の 御意に 適 ふが 故な り。 —— 二十 

八日、 ロマ 書 —— 夜 は 更けた リ、 日 は 近づけり、 然れ 

ば 我等 は 暗の 業を棄 てて 光の 鎧 を 着るべし …… 」 

「今日は 休みな の？」 

「休む の I— 」 



自らが、 徹頭徹尾 (これが 彼の 口癖で ある。) 威厳と い 

ふ ものに 欠けて ゐ るせ ゐか 子女の 教育が 出来ないで 困 

惑して ゐ ると 滾 して ゐ たが、 やがて 私の 窓に 現れる 顔 

つき を 信じて、 彼女の 英語 及び その他 生活 万端の 教師 

になって 欲しい と 呉々 も 頼む のであった。 それに 武藤 

氏 は、 私が 自分の 仕事の 説明 を しないのに、 勝手に 中 

学の 博物の 教師と 察して ゐた。 何故か 私 は 普段の やう 

に 己れ が 生来 ソフィ ストと しての 資格に 欠如して いる 

こと を 述べて、 辞退しょう ともしないで、 

「よろしいで すご 

と 眉間に 立 皺 を 刻んで 点頭いて しまったの であった _ 



武 藤氏 は 自分で も 理解して ゐた のか、 と 私 は その 時 寧 

ろ 同情した ので あるが、 まことに その 様子 は 「徹 頭徹 

尾」 気忙し 気で、 容貌 態度に 至る までが 悉く 威厳に 欠 

けて ゐた。 彼 は 誰と 言葉 を 交へ る 時で も、 決して 相手 

の 顔 を 直視す る ことなく 横 を 向いて、 恰も 瞑目 を 保つ 

てゐ るかの やうな 激しく 小刻みな 眼ば たきを つづけて 

ゐ るので あった。 そして、 小柄な 猫背で (それに 引き 

代へ ハルミ は 何う して、 こんなに ス レン ダァな 娘 かし 

らと 誰し も 疑った。) もの を 云 ふ 毎に 左右に ゆらゆら 

と 肩 を 揺り動かせながら、 わけもなく 恐縮の 態で 頭 を 

搔く のが 癖だった。 加け に 膝頭 をのべ つに ピストンの 



贞享、 元禄 時代の 貴族 や 高僧の 墓が 立 並び、 文化、 文 

政の 通人 や 侠客、 或 ひ は 宝 井 其 角ゃ英 一蝶の 墓な ども 

拝まれた。 そして 様々 な 甲虫 類 や 見事な 鱗翅 類が 深山 

にも 劣らぬ 程に 産出した。 私が ひとり 海辺の 故郷に 帰 

らうと もしな いのは、 それらの 昆虫 類の 魅力に 惹 かさ 

れてゐ たの も 一 つの 理由であった。 然し 私 は 整理の 方 

は 稍々 得意で あつたが、 鈍間で 臆病で その上 慾 深で あ 

るた めに 実地の 採集が 極めて 稚拙だった から、 この 部 

屋を 借りて 以来 は 近隣の 児童 諸子と 契約 を 結んで 獲物 

を 買収した。 

—— △ 脈翅。 ギン (5 セン) トラ (同じく) ァカ及 



びシホ カラ 其 他 (2) 

△ 鱗翅。 ヒ ォドシ (2) ルリ タテ ハ、 ァ カタ テ 

ハ、 イチ モン ヂ。 ミス ヂ其他 (2) ァゲハ •：•： 

クロ (5) キ (3) カラス (7) ジ ヤコ ゥ (6) 

ァ ヲスデ (3) 

△ 鞘翅。 サイ カチ (^) 力 ブト (雄^、 雌 5) 

コガネ (1) カミ キリ (3) タマ ムシ (5) 

△ 膨翅。 不同。 

これ は 彼等との 協定 値段の 抜萃で あるが、 私の 部屋 

の 壁 に は 木炭 紙に 筆太 に 誌した 大きな 価格表が 掲げら 

れ てあつた。 



しみて 聞いて 下さらない 見たい ね ご 

「そんな こと ある もの か J 

私 は、 図星を指され たかの 如くに どきりと した。 「重 

大な こと だから、 うっかり 返事が 出来な いんだよ ご 

「ぢ や、 いつまで 待ったら 返事が 出来 るんで せう かし 

らご 

「会った つて 仕方が な いぢ やない か、 僕の 言葉 に 責任 

が あると すると 容易な らんから ね ご 

その 男のう ちの 人が、 その 男と 一緒に 来て ハルミの 

うちの 人に 会 ひたいと いふ ことで あつたが、 ハルミ は 

何う しても チ ツチ ツチ ッ とわら ふ武 藤氏 を 紹介す る 勇 



ただ 顔 だけ を ぼんやりと 眺める だけだった。 そして 今 

更の やうに 理 智 的な 魅 惑 に 富 ん だ 容貌 だ な —— な ど と 

思った。 何ん な 男が 彼女の 傍らに 現れる のか 知ら？ 

と 想像して、 成るべく ならば それが 自分の 嫌 ひな 人物 

であって 欲しい もの だ！ と 胸 を ときめかせた りした- 

「姉ち やん、 速達 だよ。」 

弟 か ハルミ を 呼んだ。 私 は、 その 隙に 捕虫網 を携へ 

て 露路へ 抜け出す と、 三次 郎の後 を 追って 墓地の 中へ 

駆け込んだ。 

三次 郎も私 も、 この 時 は コガネ 虫 一 つの 収穫 もなか 

つた。 



「小父さんと 一緒に 来る と、 俺まで 捕れ なくなつ てし 

まふ ご 

三次 郎は舌 を 鳴らした。 

空しく 窓 下に 戻って 来る と、 また 別の 紙芝居が さか 

んに 拍子木 を 鳴らして 「幕開き」 を 報じて ゐた。 —— - 

西洋 洗濯 店と 駄 菓子屋の 間の 石段 を、 凡そ 三 四十 段の 

勾配で でも あらう が、 段々 がすつ かり 崩れて 単に 石 こ 

ろが 散 点して ゐる だけの ことで あるから 数へ よう もな 

いの だけれ ど、 私 は 子供達と そこ を 降る 時屢々 声 を そ 

ろへ て 一い 二う 三い！ などと 唱 へる のが 癖だった。 

それだけ 次第に 深い 孤独の 崖 間に 降って 行く 思 ひがす 



は 堪らなく なって、 真実 小さな コメ ツキ 虫が 擬死 を 装 

ふたり、 あ をむ けの ままで ピンと はねあがった リ する 

姿 を 自分に 移して、 寝台の 上で はねあがったり、 死ん 

だり した。 それでも 私 は 凡ゆる 角度から 見直して 何 か 

悪態の 種 を 探さう とさへ いきまく ので あつたが、 可憐 

で、 気高く、 温容に 充 ちて、 飽くまで も 頼もし さうな 

若者で あるの みだった。 おそらく ハルミ は 自慢で もし 

たかった のに 相違ない。 

それにしても、 厳格な 先生の 身で ありながら、 何う 

して 急に 斯ん なにも 浅 猿し く 絶望した りする もの か I 

I と 私 は 今更の やうに 白々 しく 心 S を 探って 見る と、 
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